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１．はじめに

2000 年（平成 12 年）9 月に八幡市で開催した「川に

学ぶシンポジウムｉn 近畿」の後、実行委員が川に関る人の

ネットワークの継続や知識の習得を兼ねて、摂南大学澤井教

授を中心にスタートし、2002 年（平成 14 年）年 8 月よ

りＮＰＯ法人近畿水の塾事業の一つとして継続している。

２．実施内容

河川を楽しく、幅広く、実験・具体例（フィールドとして

ビオトープづくりや河川蛇行実験など）を併せて判りやすく

学ぶこと、様々なセクターからの受講生が時の話題・情報を

提供する。

第 1 回は 2000 年 11 月に始まり、2019 年 6 月の総

会記念講演で 195 回を迎える。受講生は、学生・行政担当

者・コンサルタント・市民など会員及びその紹介を受けたも

ので、2000、2001 年は河川の基礎工学シリーズ、特別

フィールドシリーズ（ワーキング）、2002 年はマイリバー

シリーズ、2003 年は河川関連法（自然再生から淀川を例

とした河川整備計画）、2004 年は淀川の整備計画と水資源、

付替え 300 年を経た大和川など、2005 年は琵琶湖・淀川、

都市と農、市民参加型公共事業など、2006、2007 年は

マイジョブ＆リバーとして会員の仕事と川への関りなど、

2008 年はマイジョブ＆リバー、流域委員会シリーズ、古

老に聞くシリーズ、2009 年はマイジョブ＆リバー、番外

編を中心に 10 年を経て第 100 回記念企画、2010 年はマ

イジョブ＆リバー、流域委員会シリーズ、2011 年からは

マイジョブ＆リバーなどを中心に展開し、また参加費（資料

代）を会員外500円、会員無料とし参加の枠を広げている。

当初は河川情報センター6Ｆ会議室をお借りし、平成 17

年からは大阪府環境情報プラザ、平成 28 年からは主会場を

天神橋 3 丁目の Atelier CK に移し開催している。

回 月/日 内      容

184
2018

6/20

釣り人による清掃活動を行う理由（わけ）

〜他府県よりびわ湖に集う釣り人が地域・

自然・次世代との架け橋になるため活動〜

津熊操(淡海を守る釣り人の会代表）

185 7/18

コミュニティの仕事とボランティアの現場

から 久保田洋一（理事、㈱関西総合研究

所研究フェロー）

186 8/17

ブラジル・オーストリアの小水力発電所を

訪ねて 竹尾敬三（会員、関西広域小水力

利用推進協議会理事、アサンテ環境研究所

代表）    

187 9/19

異常洪水時のダムの操作等について 北

牧正之（会員、(独)水資源機構川上ダム建設

所所長）

188 10/17

ヒマラヤの河川は国を豊かにする/ブータ

ンの挑戦 松原保（映像制作プロダクショ

ン「パワーアイ」代表）

189 11/21
農業委員会の仕事など 西河嗣郎（理事、

堺市農業委員会事務局長ほか）

190
2019

1/23

農業委員会の仕事など（続編） 西河嗣郎

（理事、堺市農業委員会事務局長ほか）

191 2/20

第11回いい川・いい川づくりワークショッ

プ㏌北海道十勝に参加して

竹井隆英（ねや川水辺クラブ会長、小学校

教員）、福廣勝介（代表理事、全国水環境

交流会理事ほか）

192 3/22
山の楽しみ方 阿部仁志（会員、日本岳友

会会員、都市再生機構職員）

193 4/22

動物園から緑のまちづくりへ 若生謙二

（大阪芸術大学教授、ヒトと動物の関係学

会会長、日本展示学会会長）

194 5/15

なんてきれいな落とし物・・野鳥の羽根の

魅力 寺川裕子（会員、NPO 法人里山倶楽

部 理事、NPO 法人共生の森 副理事長ほ

か）

195 6/29

（拡大版）第 18 期総会記念講演（尼崎市

中小企業センター）

3/29 に再建された尼崎城について、及び

周辺散策 安田博之（理事、尼崎市教育委

員会社会教育部長ほか）

３．成果

近畿における川や水辺に関する知識に留まらず多角的な

知識を得、時の情報を共有でき、また各地での活動を知り、

様々な個人・団体との交流が図れた。

４．今後の課題

・事前に講座・フィールドの希望内容を会員より収集

・会員・受講生より得た情報などから、不定期に新たな知見

を得られるシリーズ（フィールド・講座）の設置

・二級河川の流域連携

など、新年度に向けた内容等を検討する必要がある。

５．その他

今後の具体の予定として、

・マイリバーを継続して、情報を蓄積し交流を図り、またこ

れらを紹介しながら川の評価基準により表彰する

・河川踏査、写真・資料収集等

・干潟事例報告、提案

・環境学習の検討報告

・河川で合宿 フィールドワーク

・2019 年度秋には 200 回を迎える見込みであることから、

記念講演などの事業開催

などを検討中である。

  （報告 西河嗣郎）

（１）人と水との関わりに係る調査及び研究

継続的な公開研究会『河川塾』の実施



■日時：平成 30(2018)年 8 月 4 日(土)～8 月 5

日(日)

■場所：寝屋川市内摂南大学及び淀川点野地域

■8 月 4 日（1 日目） 9:30～受付

近畿水環境交流会 in 淀川・点野は、摂南大学と淀川

点野の河川敷にて、「近畿子どもの水辺大阪交流会」、

｢淀川まるごと体験会」と共同開催で実施されました。

■「近畿子どもの水辺大阪交流会」：午前の部

大阪府河川室西海さん：平成 19 年から 28 年まで継

続、29 年度は展示会になり、今年は共催になった。

■滋賀県立大学北野さん：以下の9団体から活動紹介。

①TANAKAMI こども環境クラブ（滋賀県）

40 人ほどでメダカなどたんぼごとの生き物調査、

ゴミ拾い、水源訪問、昔の水遊びの聞き取りなど。

②京都市立池田小学校

山科川をごみ、水質、生物、植物の 4 つのグループ

に分かれて調査。ごみはレジ袋など。意外に水はきれ

い。ポスター作成。発表会した。

③京都市立春日野小学校（先生が発表）

学校司書の協力を得て、資料を作成、図書館に提出。

生物調査も実施。合場川はややきれいな川だった。来

年学習する 4 年生も発表。

④明日香村立聖徳中学校

飛鳥川上流はきれい。コオイムシ、タガメを育てる。

えさはザリガニなど。室内での養殖。飼育して貴重な

体験だった。活動している高校に行きたい。

⑤大和川市民ネットワーク（美濃原さん）

大和川クラブの報告。海に近い活動でネットワーク

に重点。プラスチックを使わない啓発など。石川でア

ユの魚道づくりを実施。秋の水辺まつりも実施。

⑥男里川水系環境保全活動実行委員会（辻山さん）

泉南市にある川。源流は和歌山。30 平方キロの流

域面積。8 月 11 日山の日にイベント。汽水域。魚に

さわってもらう。最近は大型生き物が減っている。

・パックテスト：試薬取り扱い基準が厳しくなった。

これからは新しい試薬でよろしく。

⑦玉一アクアリウム（神戸市）小学生 2 名と引率 1 名

玉津第 1 小学校。週 1 回活動。外来種を食べて命の

リレーをする。12 年前から。ブルーギルカラアゲ、

アメリカザリガニは 30 分以上ゆでる。オオキンンケ

イギクのテンプラも美味しい。観察続けたい。

⑧福田川子どもボランティアフクレンジャー（神戸

市：市川さん）

神戸の川。上流はため池。標高 100ｍ。河口から

10 キロでもイワシ、ハゼもいる。ごみ拾いの呼びか

けは子どもから。ごみを 1 回でも拾ってもらう。

⑨淀川まるごと体験実行委員会 摂南大学山内さん

点野水辺プロジェクト：ワークショップ開催中。明

日 5 日、まるごと体験会エクセディさんも出る予定。

地引き網は中止。石ころアート、よし笛づくりなど。

■「近畿水環境交流会 in 淀川・点野：午後の部

■澤井実行委員長あいさつ：近畿こどもの水辺大阪交

流会を午前中実施した。水環境交流会は 1999 年から

開始して 20 年になる。今年は子どもの水辺を復活さ

せたかった。9 団体から参加いただき、すばらしさと

情熱を感じた。大阪府・寝屋川市・摂南大学に感謝。

地震もあり、水害もあった。安全管理はきわめて重要。

水難事故から熱中症対策も重要になってきた。企業の

参加も大切。

■摂南大学学長八木紀一郎さん、寝屋川市長北川法夫

さんあいさつ。

■午後の部「近畿水環境交流会 in 淀川・点野」

・澤井実行委員長あいさつ。災害が大きくなっている。

市民行政がいかにかかわるか、タイムラインというテ

ーマがある。

■シンポジウム

・石中さん進行。

講演 1：近畿地方整備局 水災害対策専門官 林貴宏

真備地区、要援護者は把握していたが、対応できな

かった。総社市は避難訓練しており、死者ゼロ。2011

年紀伊半島水害にあった防災士の投稿を機に、2017

年水防法が改定された。1 回に非常に激しい雨が降る

ことが増加。一方雨の降る日数は減少。避難情報は

2016 年福祉施設らんらんの施設の被害の後、水防法

に高齢者避難という表現ができた。自治体が施設計画

をつくる。防災士教育も。東日本大震災では、釜石で

中学生が避難リードした。マイクロバスで逃げて被害

にあう例もあった。「津波てんでんこ」も大切。現場で

自主防災を考える流れに。

講演 2：田村友秀 福井河川国道事務所 副所長

下館河川事務所がタイムラインを設定。防災行動計

画と呼べるもの。「マイタイムライン逃げ遅れゼロを

めざして」。福井市の新種池町ではドラゴンリバー交流

会が水路樋門の操作を市から委託されている。

ステップ１：リスクを知る。マップの理解を深める。

気象情報の理解も。

ステップ２：自らの行動を想定する。避難場所の情報

も理解をする。ハザードマップで浸水区域を知る。

ステップ３：マイタイムライン作成。

質問形式で情報も確認。避難するかどうか。いつ避

難するか。注意点などまとめる。河川流域での開催要

望に応える。運営の簡素化。動画で説明。シールを貼

る。など。得意分野の連携で効果的な運営

・行政が地域のリスクを紹介

・防災士が逃げ方のアドバイス

・NPO が地域や関係機関との橋渡し

（２）人と水との関わりに係る事業の企画及び実施

近畿水環境交流会 in 淀川・点野



問：皆が逃げたら誰がこの地区を守るのか？

答：”自分や家族”を守れる人が”地域”を守れる。

■坂本真里さん：大阪市北区で活動。防災意識が高ま

るのは子どもが生まれた時。そこを外さないようにし

ている。学校も防災計画たてる。タイムラインという

言葉は分かりやすい。防災士の知名度も今は低い。水

防団はお金は支給されるが防災士は無償。

■BY ネット 仁枝洋：日本に住むと災害に出会うと

いう教育も必要。マイタイムラインで、指定範囲が

250ｍから 25ｍメッシュになった。学区ごとにまち

歩き実施。マップを全戸配布など。

■活動団体紹介（詳細略）

・淀川河川事務所河川公園課長 出口義治

・NPO 法人瀬田川リバプレ隊 中谷恵剛

・やましろ里山の会 山村武正：

・芥川・ひとと魚にやさしい川づくりネットワーク 山

崎文男

・近畿子どもの水辺ネットワーク 辻山正甫

●共立理化学研究所の今田さんから、パックテストの

試薬が変わったという紹介。

■8 月 5 日（2 日目） 9:00～受付

点野地区において、河岸清掃から始まり、カヌー、

E ボート体験、新しい試薬を利用した水質調査など

を行ない、恒例の E ボートレースを実施しました。

暑さ対策もしましたが、かなりの猛暑となり、早め

に切り上げて終了しました。2019 年は 7 月 27 日

(土)、28 日(日)に宇治川・伏見みなとで開催予定で

す。（報告 久保田洋一・石田裕子）

1 日目。会場は摂南大学 11 号館。午前中近畿

子どもの水辺大阪交流会を実施しました。

2 日目、淀川まるごと体験会と同時開催でした。

子どもたちが E ボート体験などをしました。

午後の水環境交流会にて、昨年の台風の際、日

吉ダムの操作や防災対策によって、嵐山の被害

が軽減されたという説明もありました。

パックテストは新しい試薬を使用することに。

大阪府からはヤギも登場。

西寝屋川高校生徒による芝人形づくりや、ヨシ利

用の紙漉きなどもありました。

E ボートレースの様子です。



１．はじめに

当会では平成 14 年 9 月 15 日にホームページを

立ち上げ、会の概要、入会方法、事業内容、活動報告

などを公開している。

また、会員はメーリングリストに登録し、会員間の

情報交換を常に行っている。

２．実施内容

ホームページの内容は以下のとおり

（１） 当会の概要等

・ 入会方法

・ 設立の経緯、総会資料

・ 会員紹介のコーナー など

（２） イベント情報

・ 当会主催のイベント案内

・ 河川塾案内

・ 他団体のイベント案内

（３） 活動報告

・ 当会の活動報告

・ 新聞記事掲載

（４） リンク集

・ 水環境等の市民団体等のリンク集

３．成果

随時更新を行い、常に最新情報を発信した。過去の報

告も掲載しているので、会員の資料室としての利用も

されている。総会資料についても掲載している。

なお、開設当初から利用していた Yahoo!ジオシティ

ーズサービスが平成 31 年 3 月末で終了なので、平成

30 年 12 月 29 日に以下のサーバーに引っ越した。

http://kmizunojuku.kachoufuugetu.net/

４．今後の課題

・ イベントの案内だけでなく、川に関わる活動をし

ている団体や個人の紹介をするなど内容充実を目

指す。

・ 他のホームページにリンクしてもらい広く閲覧し

てもらうように工夫する。

http://kmizunojuku.kachoufuugetu.net/

ブックマーク、名刺に印刷をお願いします。

（報告者：安田 博之）

ホームページの作成・更新等についての事業報告

（４）人と水との関わりに係る専門家、実践者、市民及び各種機関等の交流の場の創出
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